日文翻譯完成版：↓

黒沢清　監督は、ホラー映画のマスターであり、彼は監督した映画がほとんどテロリズムとホラータイプの映画に属しています。今回は、彼の講演を聞き終わった後に、私は却って、彼が監督した「トウキョウソナタ」という映画に対して興味が惹き起こされたのです。なぜかというと、ホラー映画で映画監督の名が馳せた彼は、どのようにして、この映画作品で、2008年のカンヌ映画祭グランプリの審査団大賞を獲得することが出来たのか、興味深い問題です。実は、もともと彼はホラー映画に対して比較的に苦手であることも、今回の彼が入賞した原因の1つです。
この映画を観賞した後に、映画の中で一種の漠然とした霧のような朦朧たる感覚で映像のイメージを通じて現れにしていながら、ある程度の哲学的な反省の思考概念を何気なく披露させながら、ある方は、これが所謂日本社会で、社会批判を反映する映画作品であるといわれているのだが、実際はこの映画を見た後に黒沢清は、すでに失業や自尊心、面子などのアジア都市社会において、人々が非常に重視する主題を別の一種の反面教師のような反説教、反控訴の異色芸術の方式で表現することを通じて、これらの主題を更なる別次元の境地までに高めさせていた。
黒沢清は、本作品の中で社会現象に焦点を当てて、観衆にアピールするのではなく、代わりに一種の見た目は、深刻かつ現実的な主題をしている映画であったのだが、却って一種の苦味と同じような苦味がある濃厚的な醤油ソースのような味と似ているようなものであり、観衆に数多くの諸反省すべき議題と哲学的な思考すべきことを映画で表現しながら問題の提起をし、たとえ写実主義を特別に強調することがなかったとしても、私達は、映画の中での佐々木一家から、彼らの遭遇を通じて、われわれの自分の身にも密接に関係がある主題を感じ取ることが出来ますし、例えば、失業の苦痛や、妻の前に言い出せない憂い事、父母としての自尊心と権威、親子との付き合いなどのことです。
これらの事情は、丸で一面の鏡がわれわれの目の前に現れて、見た目は、なにかを控訴しているの様であったりしていながら、あるいは、批判しているの様にも見えますが、監督は、却って一種の客観的な、非常にリラックスした感じで、主題を軽くに触れただけに止まったのです。偶には、時折のブラック・コメデイーのような方式でこの家庭が直面している危機を描き出させて、及び各家庭メンバーの心理的な圧力を現せたのです。実はこの作品を初めて観賞する時に、私は相当な重いムードが漂わせていたことを気がしたのだが、映画の中に数多くのシーンは、身が台湾に置かれている自分にとっても、相当に悲しくに感じ取っていたのだが、黒沢清監督は、エッセイの作家のように客観事実を叙述しただけで、批判も加えていなかったし、偶には筆の走りの勢いに乗って、些か観衆に深くて長い時間に反省させるような哲学の道理を投げ込んで来るような感じがあったことを気がしたし、見た目は、ごく気のままでイメージが朦朧しているようであったのだが、実には、確たるスクリプトとキャラクタライゼーションがきちんとしたことであり、さすがに「映画の予言家」と言われるタイトルを持っている映画監督です。
表單的底部

中文原稿版：↓

――――――――――――――――――――――――――――――――――
黑澤清導演是恐怖片大師，他拍的電影大部分也都游走在恐怖類型，這次聽完他的演講後，我反而對他的東京奏鳴曲有興趣，因為以恐怖片聞名的他如何讓這部作品拿下2008年坎城影展的評審團大獎，但其實也是對於恐怖片比較苦手的原因。
看完這部電影以後覺得本片，以一種很模糊迷濛，但卻透露某些哲理的省思

有人說是反思日本社會的社會批判作品，但實際看過後，覺得黑澤清已經把失業，自尊心，面子等等在亞洲都市社會非常受到人們重視的主題，以另外一種反說教，反控訴的另類藝術方式，把這些主題提升到另一種境界，黑澤清在本品並不著重控訴社會現象，而是以一種看似寫實嚴肅，卻似苦非苦的一種濃稠醬汁味，來表達諸多可以讓觀眾反思的議題和哲學思考，而雖然寫實主義並不特別強調，我們卻能夠從片中的佐佐木一家，感受很多切身關心的主題，比如失業的痛苦，在妻子面前有苦難言的苦悶，父母的自尊和威權，親子的相處。這些事情就像一面鏡子展現在我們面前，看似控訴，看似批判，但導演卻是以一種客觀，雲淡風輕，點到為止，偶爾有些黑色幽默的方式來描繪這個家庭面臨的危機，以及每個家庭成員的心理壓力。其實本作品，我第一次看的時候，覺得相當不輕鬆，很多片段真的會讓身在台灣的我，看了是相當鼻酸，黑澤清像是散文作家一般，描述客觀事實，不加以批判，偶爾隨筆拋出一些可以讓觀眾省思很久的哲理，看似隨性模糊，但卻是紮實的劇本和角色刻劃，不愧是有電影預言家的封號。
